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事業に対する

評価

【海外派遣事業】

2024年度海外派遣事業（海外合宿、チーム派遣）は、選手強化で6事業、次世代で3事業実施した。

2025世界選手権は,雪不足の影響でスピード系種目が全てキャンセルとなり予定されていた5種目から2種目へとなった。そのような中、2年半振りにアルペンスキーに復帰した村岡選手が大回転で金メダ

ルを獲得したことは高く評価できる。

2024/2025ワールドカップシリーズ全体では、日本チームで金3個、銀8個、銅5個、合計16個のメダルを獲得していることは、強化が順調に進んでいると評価する。

また、ワールドカップ総合では、村岡が3位に入り、種目別でもGS2位、SL3位、SG3位を獲得し、2年半のブランクがありながらも戦えるレベルにあることが証明できた

【国内派遣事業】

2024年度国内派遣事業は、選手強化で8事業、次世代で6事業実施した。

オフシーズンは、選手強化、次世代共にNTC競技別強化拠点である菅平高原においてフィジカルトレーニング合宿やJISSにおいて体力測定を実施した。

シーズン中は、菅平パインピークスキー場にてコースを占有して充実した合宿を実施することができた。

【DX事業】

2024年度のDX事業は、立位選手はスキーシュミレーションマシン(Sky Tech)を使って夏場の間からスキーの感覚を研ぎ澄ませ、ポジションや身体の使い方のトレーニングを実施した。

座位選手は、オンラインを活用しチェアスキーに重要な体幹のトレーニングを実施した。

２０２4年度事業報告書

（パラアルペンスキーチーム）

【選手強化活動事業】世界選手権、ワールドカップ、アジアカップ、FISレース成績

＜森井大輝＞

世界選手権：GS４位、SL８位

ワールドカップ：GS４位,４位 / SL３位

アジアカップ：GS1１位 / SL１位、１位

＜鈴木猛史＞

世界選手権：GS DNF、SL DNF

ワールドカップ：SG７位、６位. / GS７位、９位、１３位 / SL２位、４位、３位、５位、３位

アジアカッププ：GS２位 / SL２位、２位

FISレース：SG８位

＜村岡桃佳＞

世界選手権：GS １位、SL６位

ワールドカップ：SG１位、２位 / AC３位 / GS２位、２位、２位、１位、１位 / SL２位、２位、２位

FISレース：SG２位

＜本堂杏実＞

世界選手権：GS９位 / SL９位

ワールドカップ：AC５位 / SG５位、４位 / GS５位、６位、９位、８位 / SL３位、５位、４位、６位、６位

アジアカップ：GS1１位 / SL１位、１位

FISレース：SG３位

＜高橋幸平＞

世界選手権：GS２３位 / SL１０位

ワールドカップ：GS２１位、１７位 / SL１３位

アジアカップ：GS２位 / SL１位、１位

FISレース：SL５位、５位

＜小池岳太＞

世界選手権：GS１５位

ワールドカップ：SG１９位、１６位 / GS１６位、１６位、１４位

アジアカップ：GS１位 / SL２位、２位

＜青木大和＞

アジアカップ：SL３位

【次世代育成事業】世界選手権、ワールドカップ、アジアカップ、FISレース成績

＜塚原心太郎＞

世界選手権：GS１８位 / SL１９位

ワールドカップ： SL８位

事業の成果

【選手強化】

2024/2025シーズンは、マイルストーンで設定していた世界選手権おいてのメダル獲得は、種目変更の影響で目標メダル数には達しなかったが、ワールドカップシリーズ全体を見ると合計16個のメダル

を獲得し、前年度のメダル3個に比べ大きく前進した。

昨年の課題として、1名の決まった選手のみのメダル獲得では無く種目によって多くの選手がメダルを獲得できるようになる事をあげていたが、2024/25シーズンは4名の選手がワールドカップでメダル

を獲得。課題をクリアし日本チームとしての総力が上がってきている。

2025/26シーズンは、ミラノ・コルティナ2026パラリンピックにおいても複数の選手がメダルを獲得する事を前提に「座位クラスにおいての金メダルを含む複数個メダル獲得。立位カテゴリーにおいて

のメダル獲得」を目標を掲げている。

その為には、雪上トレーニング期で滑走量を稼ぎ技術習得に重点を置き、レース期にはコンディショニングの調整を図り、パラリンピック本番で選手がもてるベストなパフォーマンスが発揮できるよう

に取り組んでいく。

【体制整備事業】

令和6年度の体制整備事業の内容としては、チームミーティング、スタッフミーティングの他JPCハイパフォーマンスマネジメントチーム主催のJPC強化スタッフ研修会への参加など、知識や情報を身に

付ける為の事業にも参加した。

取り組み方法としては、チームミーティングやスタッフ会議などは遠方の選手やスタッフも参加しやすいようにリモートを使用して実施した。

【その他】

＜強化会議＞

オフシーズン中にチーム全体会議、強化スタッフミーティング（リモート）を行い情報の伝達と共有、スタッフと選手間のコミュニケーション強化を図った。また、シーズンに近づくにつれ、チーム

ミーティング（リモート）は隔週で頻度を上げて実施した。オフシーズンもオンシーズンも都度合宿、トレーニング先でのミーティングを実施。

他にNTC機能強化会議（競技別強化拠点）への参加。

＜選手発掘＞

第8期JーSTARプロジェクト検証プログラムの実施（座位男子1名）→育成指定への引き上げ

選手強化体制整備に

関する課題及びその

取組方法



2024年度 チーム事業報告一覧（パラアルペン：AS-PH) 2024/08/01～2025/07/31

事業の内容 事業名 実施場所

1 国内合宿 第2回JISSフィジカル合宿（0801） ハイパフォーマンススポーツセンター(JISS)（東京都北区） 8/1 ～ 8/5

2 国内合宿 JISS低酸素順化合宿(0813) 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 8/13 ～ 8/19

3 海外合宿 夏季海外強化遠征(0819) バジェネバド(チリ) 8/19 ～ 9/8

4 国内合宿 9月フィジカルトレーニング合宿（0923） パラアルペン強化拠点（⾧野県・菅平高原） 9/23 ～ 9/29

5 国内合宿 第3回JISS体力測定＆MC合宿（1003） 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 10/3 ～ 10/10

6 チーム派遣 第1回海外強化遠征（1026） イタリア 10/26 ～ 12/23

7 チーム派遣 海外強化遠征（クラス分け）（1124） ミッタージル（レスターヘーエー）（オーストリア） 11/24 ～ 12/5

8 国内合宿 １月国内雪上合宿（0104） パラアルペン強化拠点（菅平高原パインビークスキー場、菅平アリーナ）（⾧野県上田市） 1/4 ～ 1/15

9 チーム派遣 第2回海外強化遠征（0108） イタリア・タルビジオ/ドイツ・フェルトベルク/イタリア・コルティナ/スロベニア・マリボル 1/8 ～ 2/13

10 国内合宿 ２月国内雪上合宿（0221） パラアルペン強化拠点（菅平パインビークスキー場、菅平アリーナ）(⾧野県上田市) 2/21 ～ 3/3

11 チーム派遣 第3回海外強化遠征（0307） イタリア（セッラネヴェア、コルティナ）、スイス（ヴェゾナ） 3/7 ～ 3/31

12 チーム派遣 4月海外強化遠征（0401） イタリア（コルティナ） 4/1 ～ 4/8

13 国内合宿 ７月フィジカルトレーニング合宿（0707） パラアルペン強化拠点（菅平アリーナ、菅平サニアパーク、⾧野NATSトランポリンクラブ） 7/7 ～ 7/11

14 国内合宿 ７月JISS中間FC測定＆MC（0730） 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 7/30 ～ 7/31

1 その他 メディカルチェック（1021） 各医療機関 10/21 ～ 10/21

～

1 国内合宿 8月Ski&Fit（0808） 神奈川県横浜市 8/8 ～ 8/8

2 国内合宿 8月オンライン体幹トレーニング（0813） オンライン 8/13 ～ 8/20

3 国内合宿 9月オンライン体幹トレーニング（0903) オンライン 9/3 ～ 9/17

4 国内合宿 9月Ski&Fit（0913） 神奈川県横浜市 9/13 ～ 9/19

5 国内合宿 10月Ski&Fit（1005） 神奈川県横浜市 10/5 ～ 10/5

6 国内合宿 10月オンライン体幹トレーニング（1015） オンライン 10/15 ～ 10/15

7 国内合宿 6月Ski&Fit（0603） 神奈川県横浜市 6/3 ～ 6/26

8 国内合宿 7月Ski&Fit（0703） 神奈川県横浜市 7/3 ～ 7/25

1 国内合宿 【次世代育成】第2回JISSフィジカル合宿 ハイパフォーマンススポーツセンター(JISS)（東京都北区） 8/1 ～ 8/5

2 国内合宿 【次世代育成】9月フィジカルトレーニング合宿 パラアルペン強化拠点（⾧野県・菅平高原） 9/23 ～ 9/27

3 国内合宿 【次世代育成】第2回JISS体力測定＆MC 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 10/7 ～ 10/9

4 チーム派遣 【次世代育成】第１回海外強化遠征 イタリア 10/26 ～ 11/13

5 チーム派遣 【次世代育成】海外強化遠征（クラス分け） オーストリア 11/24 ～ 12/5

6 国内合宿 【次世代育成】12月国内雪上合宿① パラアルペン強化拠点（菅平高原パインビークスキー場、菅平アリーナ）（⾧野県上田市） 12/14 ～ 12/20

7 国内合宿 【次世代育成】12月国内雪上合宿② 北海道 12/25 ～ 12/30

8 チーム派遣 【次世代育成】海外強化遠征（WC参戦） イタリア・タルビジオ/ドイツ・フェルトベルク/イタリア・コルティナ/スロベニア・マリボル 1/8 ～ 2/13

9 国内合宿 【次世代育成】国内雪上合宿 パラアルペン強化拠点（菅平高原パインビークスキー場、菅平アリーナ）（⾧野県上田市） 2/21 ～ 3/24

第2回クロストレーニング支援事業（座位/射撃） ハイパフォーマンススポーツセンター（イースト）（東京都北区） 9/14 ～ 9/15

４月国内大会派遣＆雪上合宿 野沢温泉スキー場、志賀高原横手山・渋峠スキー場（⾧野県） 4/14 ～ 4/26

第1回 JISS体力測定合宿 ハイパフォーマンススポーツセンター(JISS)（東京都北区） 5/7 ～ 5/9

６月フィジカルトレーニング合宿 パラアルペン強化拠点（菅平アリーナ）他、（⾧野県上田市） 6/9 ～ 6/13

6月立位フィジカルトレーニング 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 6/27 ～ 6/27

7月立位フィジカルトレーニング 国立スポーツ科学センター（東京都北区） 7/2 ～ 7/25

JPC強化スタッフセミナー2025 ハイパフォーマンススポーツセンター(JISS)（東京都北区） 7/18 ～ 7/18
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事業の成果

・コロナ渦から取り組んでいるオンライントレーニングを昨年度も７月から１０月まで週２回の

ペースで計３０回実施した結果、基礎的な筋力アップやトレーニングへの意識を定着させることが

できた。また、選手とコーチ間でのコミュニケーションが取れ情報提供や選手の状況把握に役だっ

た。

・体力測定では、２会場をオンライン中継にて実施したことは、チーム全体の事業として意識した

とともに移動時間の短縮、経費削減が達成できた。また、外部委託のアスレチックトレーナーとい

うコーチ以外の指示は適度な緊張を持って行われた。

・トランクルームは、チーム所有の物品を集約して管理でき作業の効率化が図られた。

・目的を明確にして２回の雪上合宿を実施した結果、Virtus世界選手権大会で金メダル３つなど

（金３、銀１、入賞７）の成績を収めた。

・公認大会の開催は、次年度の強化選手選考やVirtus世界選手権派遣選手選考の資料として有効に

活用した。

事業に対する

評価

・オンライントレーニングは、移動時間や経費削減策としてで高く評価される。ただし、トレーニ

ングエリアが自宅の一室であることからオフトレーニングには欠かせない持久力の強化には繋がら

ない課題もある。また、実施期間が⾧いことから選手の都合で参加できないことも多く、参加者が

半数にも及ばないこともあった。

・シーズンはじめの雪上合宿では、日数的に技術の向上や定着を図るには不十分であるが基礎練習

の観点からは価値のある合宿となった。また、スキー場が混み合いチームが必要とするゲートト

レーニングが出来なかったが、第２回目の合宿では充実したゲートトレーニングが行われVirtus世

界選手権に出場した選手全員がメダルや入賞を果たすことが出来た。

・公認大会を開催する上で選手の技量差が出るコース選定が必要であるが、大会によっては上位選

手には強化に繋がらないコースもあった。

選手強化体制整備に

関する課題及びその

取組方法

・新年度は、昨年度のVirtus世界選手権が会計年度を跨いで開催されたことから新年度予算で経費

を支出したため、事業予算が例年になく厳しいものとなる。リフト料金や宿泊費の高騰もあり選手

の自己負担増を検討せざるを得ない。

・選手層の薄さから国内大会の順位が固定される傾向があり、特に上位選手は切磋琢磨する機会が

ないことから技術向上のモチベーション維持が難しい。普及活動などによる選手発掘とその強化が

急がれる。

・強化選手が札幌と東京・神奈川のみだったが、新たに福島と宮城も加わったことからコーチの配

置も含め課題を整理するとともに自主トレーニングの充実など効果的なオフトレーニングの方法を

検討する。

2024年度事業報告書

（IDアルペンスキーチーム）



2024年度 チーム事業報告一覧（IDアルペン：AS-ID) 2024/8/1 ～ 2025/7/31

事業の内容 事業名 実施場所

1 国内合宿 第1回朝里強化合宿 北海道・小樽市 12/23 ～ 12/29

2 国内合宿
第３回全日本知的障害者スキー競技大会及び事前

合宿(0123)
北海道・富良野市 1/23 ～ 1/26

3 国内合宿
2025ポールキャンプ・日本IDスキー選手権大会事

前合宿及び朝里強化合宿(0225)
北海道・小樽市 2/25 ～ 2/28

4 チーム派遣 Virtus世界選手権(0328) フランス 3/28 ～ 4/6

5 国内合宿
2025 全日本障害者アルペンスキー競技大会参戦

(0413)
⾧野県野沢温泉 4/13 ～ 4/18

6 国内合宿 2025体力測定 北海道札幌市/千葉県柏市 7/20 ～ 7/20

1 NF強化会議 チーム会議 オンライン 10/22 ～ 10/22

2 その他 アンチドーピング研修会 オンライン 11/28 ～ 11/28

1 8月オンライントレーニング オンライン 8/4 ～ 8/28

2 9月オンライントレーニング オンライン 9/1 ～ 9/29

3 10月オンライントレーニング オンライン 10/2 ～ 10/20

4 スカイテックシミュレーター
神奈川県横浜市

北海道小樽市

12/1

11/24 ・ 11/27
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選手強化体制

整備に関する

課題及びその

取組方法

【選手強化（育成）を支える体制整備】

・国内雪不足に対して、雪上事業実施場所の確保等について、海外雪上合宿を組む等、何らかの対応策が必要となっている。

・スタッフの固定化/高齢化に対する新旧交代を、2026-28の2年間で段階的に進め、2030大会は若手新体制で臨む。

・「発掘→育成」→強化の仕組みを構築するため、JSTARの活用、普及と強化の間に「育成チーム」を明確に位置付けること、地区トレの仕組み化等に3年間

取り組んだことより、育成チームと育成プログラムが形になってきた。そのことにより強化トップチームまでの道筋が、NSアスリート育成パスウェイ

（FTEM段階）として描けてきている。NSパスウェイを連盟HPでも対外的に発信していく必要がある。

・国際IFのFISとIBUという2つのIFに対して、どのように連携または対応していくかが課題となって来ている。これまでノルディック競技としてCCとBTを

NS1チームで対応してきたが、今後はそのことが困難になってくる。一番は国際大会が別々に開催されるようになれば、選手はどちらの競技大会を選ぶのか、

スタッフを2分して派遣できるか、経費は2倍かかるだろう等々、そして何よりもパラCCとパラBTの競技力を高めるためには、どのような制度や新たな枠組み

が必要か等を考え・判断する大きな岐路に立っている。現在はパラBT競技の今後を考えるプロジェクトチームを立ち上げ原案を作成し、関係各所へも相談し

ながら、2030に向けて方向性を出していく必要がある。

２０２４年度事業報告書

（パラノルディックスキーチーム）

事業の成果

2026パラリンピックミラノ・コルティナ大会（以降：2026PWG）でのメダル獲得のために、選手個々の競技力向上を目標に、ベーシックフィジカル・スキー

技術等、走力強化を重点に年間計画を立案し事業を実施した。また国際クラス分けを日本で実施した。

【国際競技大会】  ＊FIS（国際スキー連盟）とIBU（国際バイアスロン連合）に2つのIFが別々に大会運営した

１.世界選手権（WSC）＊②は初のFISオリパラ合同WSC

（１）FIS-WSC ①イタリア：金×１、入賞×２ ②ノルウェー：銀×１、入賞×２

（２）IBU-WSC ①スロベニア：入賞なし

２.ワールドカップ（WC） ＊②は2026PWGプレ大会

（１）FIS-WC  ①フィンランド：入賞×２ ②イタリア：銀×１、銅×１、入賞×４ ③ノルウェー：入賞×３

（２）IBU-WC  ①フィンランドWC：入賞なし ②イタリアWC：入賞なし

３.コンチネンタルカップ（COC）

 ・アジカカップ札幌大会：金×3、銀×5、銅×1、入賞×1

４.ワールドカップ総合

 ・総合チャンピオン1位、及び3位獲得（1位3位ともに３シーズン連続）

【強化合宿】

 ・国内合宿：夏季陸上及び冬季スキー合宿を概ね予定通り実施した。

 ・海外合宿：初冬季雪上合宿をフィンランドで昨年に引き続き実施した。日本での少ない降雪対策として有効である。

【国際クラス分け：日本実施】

・PI・VIの両クラスの国際クラス分けを日本で実施した。PI:9名、VI:12名の選手がクラス分けを受ける。

（日本から14名受検）

事業に対する

評価

【海外派遣/海外大会参加・合宿実施】 ＊略称表記：クロスカントリースキー→CC、バイアスロン→BT

・雪の降り始めが遅く、近年の雪不足が続いた日本での11月旭岳雪上合宿から、11月フィンランド雪上合宿に切り替えて3年目となるが、初冬の雪上練習の確

保に確実性が増し、シーズン好結果にもつながっている。今後も初冬11月海外合宿を継続する。

・国際大会が、今シーズンからFIUとIBUに分かれて運営されるようになった。IBUは一部（クラス分け・用具等）をFISルールと連動させて運営する（2026ま

でを移行期）。世界選手権が初めて別々の国で実施されたが、参加国の移動や経費等の負担増等という課題が見えてきた。日本もFIS・IBU国際大会への参加

方法 及び2つのIF対応について様々な観点から早急に対策を立てる必要がある。

【日本国内での国際大会・国際クラス分け】

・FIS公認COCアジアカップ札幌大会を開催し、日本でFISポイントを獲得できること、クラス分けができることを証明でき、見通しも持てた。特にクラス分

けについては、世界でも実施が少ないVIクラス分けを札幌医療看護専門学校の施設をお借りして実施できたことが大きな成果と言える。医療の学校のためVI検

査用具が複数配置されていることがスムーズなVIクラス分け会場の設置に繋がった。FISクラス分け委員会からも一定の評価を得た。今後、定期的な開催によ

りスキーだけでなく、他競技のVIクラス分けにも寄与できる可能性がある。

・同時に育成選手12名がクラス分け国内で行うことができて、2030大会に向けての準備としても大きな成果となった。

【その他】

・2026パラ大会以降を見据えた選手の発掘・育成も重要と考えて3年間かけて段階的に進めてきた。経費としては、競技力向上事業とは別にくじ助成（タレン

ト発掘育成事業）を活用している。その成果もあり「育成チーム」「育成指定選手」が仕組みとして構築された。

2024事業終了までで、2名を次世代アスリートに昇格させ、現在の育成指定選手は21名となる。



2024年度 チーム事業報告一覧（パラノルディック：NS-PH)
2024/08/01～2025/07/31

事業の内容 事業名

1 国内合宿 8月美瑛陸上強化合宿(0802) 北海道・美瑛町 8/2 ～ 8/8

2 国内合宿 8月志賀高原陸上強化合宿(0802) ⾧野県・志賀高原 8/2 ～ 8/8

3 国内合宿 9月田山陸上強化合宿(0904) 岩手県・八幡平市 9/4 ～ 9/8

4 国内合宿 日本バイアスロン連盟連携会議(0918) 北海道・札幌市 9/18 ～ 9/19

5 国内合宿 9月ニセコ陸上強化合宿(0920) 北海道・虻田郡 9/20 ～ 9/26

6 国内合宿 9月東京陸上強化合宿(0920) 東京都・北区 9/20 ～ 9/26

7 国内合宿 9月湯の丸陸上強化合宿(0924) ⾧野県・東御市 9/24 ～ 9/30

8 国内合宿 コーチ会議(1014)※事業中止 東京都・港区 10/14 ～ 10/14

9 国内合宿 10月美瑛陸上強化合宿(1020) 北海道・美瑛町 10/20 ～ 10/25

10 国内合宿 10月野辺地陸上強化合宿(1021) 青森県・野辺地町 10/21 ～ 10/27

11 国内合宿 10月ニセコ陸上強化合宿(1021) 北海道・虻田郡 10/21 ～ 10/27

12 国内合宿 JISSトレーニング(1028) 東京都・北区 10/28 ～ 11/13

13 国内合宿 秋季JISSFC強化合宿(1101) 東京都・北区 10/29 ～ 11/14

14 国内合宿 秋季札幌FC強化合宿(1103) 北海道・札幌市 11/3 ～ 11/4

15 大会派遣 フィンランドW杯大会参戦遠征（1117） フィンランド・Vuokatti 11/17 ～ 12/23

16 国内合宿 11月美瑛雪上強化合宿(1122) 北海道・美瑛町 11/22 ～ 11/27

17 国内合宿 12月美瑛雪上強化合宿 北海道・美瑛町 12/15 ～ 12/19

18 国内合宿 JISSトレーニング(1224) 東京都・北区 12/24 ～ 1/15

19 国内合宿 1月旭川：札幌雪上強化合宿(0102) 北海道・旭川市、札幌市 1/2 ～ 1/9

20 大会派遣 イタリアW杯・世界選手権大会参戦遠征（0117） イタリア・Toblach、Val de Fiemme 1/17 ～ 2/16

21 国内合宿 1月白馬雪上強化合宿(0118) ⾧野県・白馬村 1/18 ～ 1/22

22 国内合宿 JISSトレーニング(0217) 東京都・北区 2/17 ～ 2/17

23 大会派遣 ノルウェーワールドカップ・世界選手権及びイタリア事後合宿（0222）
ノルウェー・Steinkjer、Trondheim

イタリア・Val de Fiemme
2/22 ～ 3/11

24 国内合宿 3月旭川雪上強化合宿 北海道・旭川市 3/7 ～ 3/13

25 国内合宿 JISSトレーニング(0411) 東京都・北区 4/11 ～ 4/14

26 国内合宿 5月田山陸上強化合宿(0518) 岩手県・八幡平市 5/18 ～ 5/24

27 国内合宿 春季JISSFC強化合宿(0530) 東京都・北区 5/29 ～ 5/30

28 国内合宿 春季札幌FC合宿(０６０１） 北海道・札幌市、江別市 5/31 ～ 6/2

29 国内合宿 6月ニセコ・美瑛陸上強化合宿(0621) 北海道・ニセコ町、美瑛町 6/21 ～ 6/27

30 国内合宿 6月青森陸上強化合宿(0623) 青森県・弘前市、野辺地町 6/23 ～ 6/29

31 国内合宿 バイアスロンチーム7月田山陸上強化合宿(0721) 岩手県・八幡平市 7/21 ～ 7/26

1 その他 メディカルチェック(0801) 各自 8/1 ～ 10/31

2 その他 FISpara会議参加（0904） オンライン 9/8 ～ 9/22

3 JPC会議出席 JPC Gathering(0228) 東京都・世田谷区 9/14 ～ 9/15

4 その他 クラシファイアー養成講習会(0916) リモート会議 4/1 ～ 5/31

5 その他 コーチ派遣Mtg(1009) 東京都・北区 5/23 ～ 5/24

6 その他 強化スタッフMtg(0313) 東京都・北区 5/23 ～ 5/24

7 JPC会議出席 ミラノ大会時におけるサポート体制に関するMTG(0124) 東京都・北区 7/26 ～ 7/26

8 その他 FISpara会議参加（0401） オンライン 4/1 ～ 5/31

9 その他 NTC拠点環境整備Mｔｇ(0515) 岩手県・八幡平市 5/15 ～ 5/16

10 その他 協働コンサル及び強化本部会議(0521） 東京都・北区 5/21 ～ 5/22

11 その他 事前合宿候補地視察(0528) イタリア・サンタカタリーナ 5/28 ～ 6/2

12 その他 旭川市・日本バイアスロン連盟連携会議(0528) 北海道・旭川市、札幌市 5/28 ～ 5/30

13 その他 FISpara会議参加（0617） オンライン 6/17 ～ 6/29

14 その他 ミラノ冬季パラNF対策会議(0624) 東京都・中央区 6/24 ～ 6/24

15 その他 HPMヒアリング(0709) ⾧野県・上田市 7/9 ～ 7/9

1 国内合宿 リモートトレーニング(0821) オンライン 8/21 ～ 8/22

2 国内合宿 リモートトレーニング(0918) オンライン 9/18 ～ 9/19

3 国内合宿 リモートトレーニング(1016) オンライン 10/16 ～ 10/17

4 国内合宿 リモートフィジカル管理及びトレーニング(0417) オンライン 4/17 ～ 6/30

5 国内合宿 リモートフィジカル管理及びトレーニング(0701) オンライン 7/1 ～ 7/29

  

1 国内合宿 8月美瑛陸上強化合宿(0802) 北海道・上川郡 8/2 ～ 8/8

2 国内合宿 9月田山陸上強化合宿(0911) 岩手県・八幡平市 9/4 ～ 9/8

3 国内合宿 9月ニセコ陸上強化合宿(0920) 北海道・ニセコ町 9/20 ～ 9/26

4 国内合宿 10月田山陸上強化合宿(1006) 岩手県・八幡平市 10/6 ～ 10/11

5 国内合宿 10月ニセコ陸上強化合宿(1021) 北海道・虻田郡 10/21 ～ 10/27

7 国内合宿 11月美瑛陸上強化合宿(1122) 北海道・美瑛町 11/22 ～ 11/27

6 大会派遣 フィンランドW杯大会参戦遠征（1201） フィンランド・Vuokatti 12/1 ～ 12/23

8 国内合宿 12月美瑛陸上強化合宿(1202) 北海道・美瑛町 12/2 ～ 12/8

9 国内合宿 1月旭川：札幌雪上強化合宿(0102) 北海道・旭川市、札幌市 1/2 ～ 1/9

10 国内合宿 1月白馬雪上強化合宿(0118) ⾧野県・白馬村 1/18 ～ 1/22

11 大会派遣 1月イタリアW杯大会参戦遠征 イタリア・Val de Fiemme 1/27 ～ 2/4

12 国内合宿 2月小樽雪上強化合宿(0216) 北海道・小樽市 2/16 ～ 2/19

14 大会派遣 2月ノルウェー大会参戦遠征 ノルウェー・Steinkjer、Trondheim 2/22 ～ 3/4

13 国内合宿 3月旭川雪上強化合宿(0306) 北海道・旭川市 3/6 ～ 3/12

15 国内合宿 5月田山陸上強化合宿(0519) 岩手県・八幡平市 5/19 ～ 5/24

16 国内合宿 6月北海道陸上強化合宿(0621) 北海道・ニセコ町、美瑛町 6/21 ～ 6/27

17 国内合宿 6月青森陸上強化合宿(0623) 青森県・弘前市、野辺地町 6/23 ～ 6/29

  

強化拠点整備 岩手県・八幡平市

チーム倉庫整備 北海道・札幌市

＊競技力向上事業以外の事業：育成チーム事業（くじ助成「タレント発掘育成」、JSTAR「８期生検証プログラム」等）

1 地区トレ ５地区で地区クラブを立ち上げ週末に実施 北海道・東北・東京・愛知・関西

2 合宿 集合合宿（陸上2回、雪上3回） 愛知・白馬・旭川

2 合宿 選抜合宿（陸上2回、雪上1回） 山梨・東京・フィンランド
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θʻᶆⱧỘϞϷржϱрЕй˔ИрϽχ ᴮϬ βάρΥπΦθʻ

͎ʹⱧỘ

ʾⱧỘ ϬῬ ΰσΥϣ₈ ψʺЄ˔Їр ϛτ › Ϭ ϚάρΥπΦθʻ

ʾ ᵦ ︣ᾂϒχ ᾏ ϬώϘΠʺζϦτ Ξ Ϭᶎ ΰ ᵓτ╥ βϥάρΥπΦθʻ

ʾ⁯ ͎ ᵓψ ▄Ϭ ϭπ╥ᴥβϥάρΥπΦθʻ

͏ʹϷржϱрʾзЯ˔ЕЕй˔ИрϽχῬ

ʾὮτ2˙4ᵕ ϷржϱрЕй˔ИрϽϬם☼ΰʺ ˑσ ΦϞ ₇χ ︣χ︡ ệχᶎ ʺ ︣ΣϢόІЌАТḧπχ ῖ

ḊϬβϥάρΥπΦθʻ

ʾϯрЎЖ˔СрϽ„ Ϭ ︣ẉόІЌАТϬ τם☼ʺΩ χ Ϭ ϥάρΥπΦθʻ


